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　　　　　　　　　　　　　　　英語にお・ける“Actual　sense”の研究
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　序　　読
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　森　　澤　　　三　　郎
　　　　　　　　　　　　　　　lntr◎dしlction　t◎the　Study◎f“Actt｝al　Sense”
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　in　theεnξζ踊sh　Lallguage　　　　　　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Saburo　MORISAWA
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　SUMMARY
　　　In　this斑三cle，・f　which　the　intr・duct・ry　pag　es　are　heare　presented，　the　writer
wishes輌n　the　first　place　to　bring．into　p工omhlence　what｝ke　caUs　the　“Historicai＆
Technica正Senses・f　General　W・rd”，　wh三（・・］Y’　f・ym　th6　rn・就fecund　part・f　what　he
・，叫！日旗e‘‘AP麺l　Senses　of　Generai　Woxds”ラthe　clefinition　ancl　illustration　of　all
which　occupy　a　nlajoT．、　poytion　of　t｝1e　space　al正o’tt．e（l　to］｝im　in　this　vo！ume・
　　　ln・idbnt・lly’h・t・i・S’t・・’ec・n・id・r，…tl奄・・t　t・…St・t・，　th・p・・iti・n・f・Bu・垣ess
品glish（c・mprising，　as・it　d・es，　ma・・y　Tech〕・ical　Senses　ab・ve　referred　t・）in　the
、wh・1e　picmre・f　・the　s’tudy・f　the　E・・glish　language・This　lat搬m・tive　is　largeiy
苫espo丑sible　for．the　prepouderanρe，　throughout　this　introductioR，　of　illustrative　woエds
a亘d　expressions　reiated　to　internatiQnal　tエade・
　　　To　cla．rilfy　the　writerラs　aPPr’oach　｛o　t］ze　subj　ect，　what　he　terms　‘・Actual　Sense”輌s
subjected　to　such　ciassificatiもli’si　as：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Geneτa江　Sense　　　　　　囁
　　　　　・・…IS…se　　　　鷺隠§1蒜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Special　Sense　　Literary　Sense
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Regional　Sens’e’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Etc．，
・・姫・m・di｛丘renば｝9正・・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Literar　Sense
　　　　　A伽・tS・…　F’・頑ve　SenseH、鋤、。。I　S。。，e
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S・id・・S・…畏㌶蔑㌫：e
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Etc．，
aU　subdivisionsρf　whi（3h　are　explaine（1　with　exalnples　in・their．　proper　places．
，Of．　．thg・e・・i・u・fact…sthat⑳e　in・t・um・－nt・l　in　cau・ing・h・P9・・in　th・meaning・f
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　w・trds，’the　greatest　emphasis　is　heye　given　t・th・se　which　are，　s・t・speak，　e　xtemal
　　　　　　　　　　and　factua1，　oτ，　in　other　words，　coコ1d填oned　by　th恒gs　and　circumstances・
　　　　　　　　　　　　T・k・n・lt・9・th．・・，’thi・輌nt・・dU・ti・n　m・y　b・・eg・土d・・an　att・呼t・d・・W・・k・t・hy
　　　　　　　　　　plan・f　a　st士ucture　f・r　st・ring，　if　n・t　brilliant、gems，　at　least　useful　c・rundums，　w］iich
　　　　　　　　　　蹴eyielded　fr・m　the　quarry・f　the　Engiish　language・
　　　　　　　　　　　　F・XC・11eCting　tlコe　ma．terialS　t・be　preSerVed　in　thiS　St・yeh・USe，　the　Writer　l・・kS
　　　　　　　　　　f・・’w・・dwith．great　plea・ur・・nd　k・・n・xpectati・n　t・・ecei・聴kind・pPP・rt　f・・m
◆
　　　　9・n…u・p・・pl・i・・diff・・’・nt　fi・ld・・f・t吋and　wid・ly　diY・・sifi・d　w・lk・・f　lif・・
　　　　　　　　　　who，　through　community　of　interest　in　the　English　la五ユguage，　ma）r　be　disposed　to　　　　　　　　・
　　　　　　　　　　provide　him　witll　interesth’｝g　bits　of　informati6n；・
　　　　　　　　　　　　He　also　hopes　that　the　aim　　of　international　understanding　and　cooperation　may
　　　　　　　　　　be　promoted　by　i’ncorporating．illto　language　study　11101’e　of　the　factua正　side，　as　ex－
　　　　　　　　　　　emplified　by　Area　Study，　in　addition　to　what　Falstaff　ca1Is‘‘air”．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）Special　Wqrd
　　　　　　　　　　　　‘6A磁囎侭eu鮒，，とは，以下1漱蹴明しようとする意味においての「GemaeTal　Wbrd
　　　　　　　　　　のGe”guaK　SeXEse”及び　SRpeeiak　Semse（の大部分）」を紬括する名構である．
　　　　　　　　　　　以下本稿において持に断ることなくSpoela昼SeNase（特殊語義）という時はプ「特殊語
　　　　　　　　　　　　　　　　　く、
　　　　　　　　　　の語義」を意味するものでなく，　「一殻語の特殊的語義」を意味する．　ttt　t何となれば特殊語
　　　　　　　　　　（SpeCial　Word）が特殊語義を有することは飴りに當然であつて重語的（tautOlogical）とも
　　　　　　　　　　組碍るからである・ただしこのことはいうまでもなく・特殊語の定剥ロ何にかかる・
　　　　　　　　　　　　一殻語（㊨eNemal　W⑱嘘）・特残ミ語（SgeeeiaR　Wo凪）という麗別を立てる臨その基
　　　　　　　　　　準を何庭に求めるべきか・ことには極めて大まかに，時間的，室間的とLD　5角度から考えて，一般
　　　　　　　　　　語の要件を弐の二黙（細分すれぱ三顯）に求める令どととしたい．　　　　ン　　　’
　　　　　　　　　　　（1）時の上からは現用（current　use）の語であること．
　　　　　　　　　　　（2）爪の臨係からは
　　　　　　　　　　　　（・）F・ngli・h－sp・aking　p・・p正・の杜倫の各風樋の各分野において用V・られるか・少くと
　　　　　　　　　　　　ζ理解される語であること．
　　　　　　　　　　　　（b）English－speaking　worldの各培域を通じて用，いられうか・少ぐとも理解される語であ
　　　　　　　　　　　　ること．
　　　　　　　　　　　　　（f］）およそ言葉が行われる以上，時（りみの中で存在し得るもめではなぐ，従って・u・tentという言葉も
　　　　　　　　　　　　麗々場所的なimp茎ic6tion〈含茎）；を持らが，本稿に翻する限ら，‘‘cu金迫就ぱs♂を時間的1三「現用」とい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2
　　　　　　う意昧に限定したい，
　　　　　上の難吟致しな高端縁（Specia1　W・・d）と名桝るとWぱ・、Specia1　W・・dの
　　　　中には吹のものが含まれる．
　　　　　　（1）時の闘係からはObsolete（or　Archaic）Wordを主依とし，一方それと反封に嚢生後
　　　　　鈴りに時間的鈴裕の少いために一殻化するに至らない言葉も含まれるであろう．
　　　　　　（2）噺」の關係からは’
　　　　　　　　（a）或る專門分野に限つて用V・られるTcchnnical　WOrdを中心とし，或る職業の申で用
　　　　　　　いられるVocational　Word，或る蔽禽層『の中でのみ行われるCant，　Jargon，またそれに
　　　　　　　類するWOrd．
　　　　　　　　（b）飽gllsh－speaking　worldの極く一地方に限つて行われるRegional　Word’
　　　　　　　（紅2）　（i）Cant，　Jargon　というような語は時｝二diPlomatic　cflllt　とか　scientific　ja「90n　というよう｛：「
　　　　　　鯨意で用いられることもあるがここでは勿論それは論外である．
　　　　　　　Jargonと云えばslangを連想することが多いであろうが，　slangにはjargonの意味の他にlanguage
　　　　　　of　a　highly　celloqu｛al　typeの意味もあり，この後の意味における　sla119（およびco｝loquia｝）は特定な
　　　　　　証愈暦に固定されたものというよりは，むしろ「speakerとhearer（時としてはwriterとreadeτ）の間の
　　　　　　相互關係に依る所の多い，表現上のvariation」として（別言すればstyleの問題として）考えたい・
　　　　　　　概してformal　proseまたはこれに近いsty］eが普議のcommunlcationの上から最も一般性を持っと
　　　　　　共にまた多くの場合よく整備したものであり，これに封してco｝loqnialや，　rslan9は陵々不用意で明瞭を
　　　　　　欠いていることは，jargonに腐するWordがGeneral　Word　l：　i・kして一般性や明僚度において劣つてい
　　　　　　るのと一脈相蓮する所はあるが，colioquialやslangのそうした不備はSentence査体におVナる省略
゜P　　　　（e11｝ps《s）とか堤境的限ms（sit。。ti。，・－C。。t。。t）への依翫どが主唖なして鋤，胆に語義とし・う触か
　　　　　　ら諭じ得ない要索が重きをなしているので，これ、また本稿においては諭外としな1ナればならない・
　　　　　　　（ii）Regional　WoτdにっU・て少しく補足すれば特定の地域に行われる言葉とは，たとえばU・S．でス
　　　　　　ペイン語との接鰯の多かつた地方でtip（心づけ）の意味に用いる1agniappe（＞Sp・la甑pa），ス＝1ット
　　　　　　ランドで小川（rivulet）の意味に用いるburnなどがそのcategoryに入る．
　　　　　　　またRegional　Wordというような呼方をするとd≡aleet…との異［司が閥題となるであろう・が，　dia｝ectと
　　　　　　云えばGeneral　Wordのd三alectical　senseも閥題となり，且つまた言語學的には男1腫の意味を持つこと
　　　　　　も多い．‘‘dialect｛cal　werd”　と言えぱ略々ここにいう　Regional　Word　と一致するかのようであるが，
　　　　　　dialectical　woxd　にはcorraption（靱説）による　variation　に過ぎない’ものも考えられる．　Regiona｛
　　　　　　wordとしては原則としてそうした翠なるvariat三頒などは含まない．より狭義のものを考え・たい．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（II）　Special．　Sense
　　　　　次に語義の一般（General），特殊（Special）を分つのにも，　General　WordとSpecial
　　　　WOrdとを斑別するに用いた基準を援用することが出來る．これを瞼討するに先立つて鰯れて
　　　　おきたいのはWordとSepseとを椰§的に取上げる時に注目される次の事賓である．
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　　　　　　　　Special　Wordはその性質上おのすから（原則として）Special　Senseのみを有する．’
　　　　　　　　Genera1　Wordは，その大部分がGeneral　Senseのみを有するが，それと、共に或るもの
・　　　　　はSpecial　Senseをも併せ有する．
　　　　　前に（1）の中で断つたように，本稿で「特殊語義」とV・うのは，Special　Word．の持つ
　　　　Special　Senseではなくて，　General　Wordの持つSpecial　Senseである・
　　　　　　（註3）“Special　WordのSpecia｝Sense”というような言い方をすれぱ，　Special　Wordが持つ所の
　　　　　　Special　Senseが更に分化して生じた意昧（例えば或る分野のSpecial　Werdが他の分野に慈用せられて
　　　　　　原意から外れて行く揚合）とも受取られ得るが，上に云つているのはSpecial　Wordガ本來持つ所の
　　　　　　Special　Senseである．
　　　　　さて，時間的蘭係に基ヂく語義の厄別を先一㌍取上げよう．（1）で云つたようにGeneral　Word
　　　　は原則としてcurrent　usq（現用）のものであるが，その或るものはobsolete　useをも詮ね備
　　　　えている．かようなGeneral　Wordの有するObsolete　Senseは営然上1こ云うSpecial
　　　　Sehseに鳥するラ！l，これをObsolete　Wordが（その性質上営然）有する所のObsolete　Sense
　　　　と麗別して，本稿に闘ナる限り諭威《腱鉋誠§e旺seと名付けることとする．
　　　　　　（轡）縮までもなく・ここ｝：　1・i・t・rica1というのは陳劇とし・遮蜘こぷ沿hl・t・・yの形容詞で｝±
　　　　　　なく「過芸の事象に閤連する」という意味でのhistoricalである．　もし前者の意味であれぽ，それは「史
　　　　　　學」　（historical　study）とVう分野において特に與えられている　Senseでなければなら況．縫つてそれ
　　　　　　は弐にいうTechnical　Senseに膠すべきものである．
　　　　　それと同様にGenera正Wordのtechnical　useに於ける語義をTeehpmdeaE　Se酪eと
　　　　名付け，General　Wordのregional　useにおける語義を麗eg貫o臓口Semseと名付げるこ
　　　　ととする・
　　　　　　（註5）Living　languageは常に流動（fiux）の欺態｛こあb，矛盾に満ちたものなので，翻り切つてしまえな
　　　　　　い顯が多いが，．General　SgnseとSpecia｝Sense（例えば　Techiiical　Sense）　との甚別についても澱密に
　　　　　　線密引くとは素より望み得ない．
　　　　　　　例えばCompositionというWordを取つてその（1）構成　（2）作文（3）作曲（4・）ll継｛（5）慈字
　　　　　　（6）素質（餐性）　（7）混合　（8）混合物（特に漆喰の一種）　（9）和解（妥協）　（10）示談金（河務の一
　　　　　　部返債金）などの語義の申で何れをGenera｝とし，何れをSpecialとすべきか、債にG）～（3）乃至
　　　　　　は（1）～（4）までをGenera］としても，それは普蓮人の生活体駿に近いからというずごけの珪由によるも
　　　　　　のであつて，本質的には（5）と砥別する理由はない．　また（6）はcomposeというverbに饗する抽象
　　　　　　名詞，（7）はcompoundに謝する抽象名詞たる瀦で，ある見方からすれぱGeneral　Senseの性質を多く
　　　　　　有する．（9）は同じくcompoundの抽象名詞であるが，用途の限ら．れている顯でSpecial　Senseに入る
　　　　　　べきであろう・　これらに此しては（8），（10）等1まSpecial　Senseの性質が更毛こ多いものと認むべきであ
　　　　　　ろう．いすれにせよ，その閥係はあくまで相醤的である．
　　　　　　　また最初はSpecial　Senseであつたものが，時と異に普懸化してGenerdl’Senseになつてしまうこと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4
　　も：多い・｛Bj　iLばcustonls（踊税）という言葉は．もともとこの税がρustom（慣貿）によつて國王に皿レ
　たことから起ったhbわれる．4の昔1275年Ed，cvard　1が關税｛：關して一定の基準（・c・1・）擬け，
　‘‘Anci6nt　Ctistom◆’（英人に封する随税），’‘‘New　Cust6m”（外ノx．1：翻する闘貌）の別を設げた當時にあつて
　　は、‘℃ustoms”のこの意味はTechnical　Senseであつたとしてe，　，今日においては　General　Sense　l：な
．．？てしまつたと見るべ．きであろうラ
　　　　　　　　　　　　　　　　（III）　’　Historical　Sense
　卑近な一例としてhusbandのnoun　useについて　N．．E．　D．の定義を求めると　（他の多く
の定義Z）中の二項目として）　（i）The　master、of　a　house・the　male　head　of　a、　household
（一家の主人，男子たる家長）が與えられ，次に　（iE）Aman　joined　to　a　woman　by　mar－
riage（結婚によつて女と結合された男）という詮明があり，前者は中世以來の用例があるが，今
obSOlcteであると断つている．
　　（＃k6）なおWy｝dのUniversal　English　Dictionaryに依れば，ほぼN．　E．　D．の（i）に相當する定義を
　・bs・1・t・・r・arch・i・としてbて，・b・・1・t・，・h，．61・scent，　archai・などの灘1カ・判然たるものではあり得な
　いことを示している．
　この場合において中世以來の傳統的用例におけるhusbanclの意義〔即ち（i）の定義〕が本
稿にいう‘‘Historical　Sense”であることは云うまでもない．
　husbandという語のこうしたHistOrical　Senseは現「ヒの我々に取つても重要なものである．
　およそ我々は現代に生を享けているが，それにも拘らず，我々の想念が時として過去に向うこ
とは極めて白然的である．その際思考の封象となるものは過去の事物であり，それらの事物を指
す言葉が過去と現在とによつて意味内容を異にする場合には，その直別について十分な認詰ξがな
ければ正確な理解は期し難V・．換言すれぱ我々はGe’ nera正WordについてもそのHistorical
Senseを無硯するわけにはゆかない．
　ひるがえつて表現の面から云えぱ，ここに考えられているhusbandを意味するために最も順
當なWordはhusbandであつて他の語ではなv・とv・うととを認めねばならなV・．
　これとやX趣を異にする今一つの場合を考えよう・例えばここにwriteとV・う言葉がある．
Francis　Baconが‘‘Of　Studies”の中で
　“Reading　maketh　a　full　man，　conference　a　ready　man，　and　writing　an　exact　maピ
　　債翻統凱た人を勧・餓は箪意即妙の入を陶魂翻；・正確な人を作る」
という時，之のwritingはhandwritlngやcomposingの意味ではなく，　copyingの意味で
あるとせられ，その意味に當る定義はN．E，　D．にもobs61eteとして與えられている・ところ
でこの“writing”はBaconが十六世紀末にあつて・StudiesとV・う普遍的な問題をit’9：るに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5
営つて，當時の（既に稀用に錦しつつあった）語意に從つて使用したもので，かりに今日の著者
が同様の問題を論じようとする場合には恐らくこの言葉を用いることはなく，今日用いられる
equivalent（同意語）をもつてこれに代えるであろう．
　從つてwr三tingのこの意味は，古典としてFrancis　Baconを正しく議もうとする者には必
要であろうが，現代人が相互に意’思や思想を鱒達しようとする場合にはさし當つて必要のないも
のである．
　念のために，もう一つの例を取れぱ，starveとレ・う語は，語源的にはドイツ語のsterbenと語
根を等しくし，元々阜にto　dieの意味であつたものが，「徐々に死んで行く（to’　die　a　linger－
ing　death）hというような含みを持っに至り，更に一轄してGeneral　Senseとしては「餓死す
る（to　die　of　hunger）」の意瞬ミに大体固定することとなつた．このGeneral　Senseについて
、は，中世紀に紺る経濟組織の幼稚さ校通鞭の雄嘩餓による死が多かつたためla　s省賂
的の用法からこの蒋意を生じたといわれる．一面原意としての軍なる“to　die”の意眞ミは今日で
は地方的または比喩的の用法を除いては略々駿絶に蹄したと言つて良いであろう．
　husbandによつて代表されるHistorical　Senseの例をHistorical　Sense（A）とし，　write
及びstarveによつて代表されるものをHistorical　Sense（B）k名付けると，　oがbleteであ
る顯では二つながら同様であつても，（B）におレ・てはObsolete　Senseは殆んど全く　（ミe三ユeral
Senseに地位を譲り（starveの場合には，歴史的褒展の過程から云えばむしろ路殊語義である
はすのものが，General　Senseの位置に代位しており），もし今Bのspeechまたはwriting
で表現しようとする場合に“write”，“starve”という語を用いるとすれば殆んど必愁良勺に封者に
誤解を與えるほどに，そのobsolete　useにおける語義とGeneral　Senseとの聞にはgapを
生じているに反して・Hist°「ical　S…e（A）においては・・b・・1・t…eの蕎によつて…e・、　tt
される物（または事）を指すためには，やはりG頭eral　Senseで用いる語（上掘の例ではhus－
band）に頼る他なく，その顯でHistorical　Sense（A）はGeneral　Senseと密接な連績性
（coptinuity）を有するものとし・うことが出來る．
　　（註7）なおHistor三cal　Sense（A）はその性質上，現在の思考に投影するする場合が多いが，本稿におい
　　てはそれは主として一般的な意味における停統の重燧という等籔の面での現われだという見方から，語蔭
　　の．kでは二次的なものとして扱うこととしたい．
　　　　　　　　　　　　　　　　　（IV）　Actual　Sense
　Historical　Senseにおいて（A），（B）を麗別したのとほ蜴目似た基準によつて，　Technical
Sense，　Regional　SenSeにつV・ても，　General　Sense乏の連績性の濃・eC　，’軽重によつてそれぞ
れてA），（B）の麗別を考えることが可能である．そうした各S6nseの中でζA）に扇するもめ
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　　　　　は現代の一一一’ma人が現蜜的に使用しまたは受容するSenseであるとV・う考えから，これ造綜合
　　　　　して（General　Wordの）“Actual　Sens’e”（また｝ま“Effective　Sense”）と名付けたV・．
　　　　　　とれを表示すると次のようになる．
　　　　　　　　　　　　　　i．　General　Sense一｛　　　　　　　　　　　　　ii．　Historical　Sense　（A）
　　　　　岬畔罐彊誌2；
　　　　　（v．のEtc．は阜純に分類し難いものを指す・また，　Historical　Sense以タトにおいては（B）に
　　　　　當るものは比較的少V・．從つて以下の叙遠においても（B）に言及すること稀である．）
　　　　　　更に一歩を進めて言えぱ，このActual　SenseこそEnglish　wordsの種々の語義の中で，
　　　　　Living　Englishにとって必要な語義であるということが出來る．
　　　　　　　（註8）こう言えば直ちに二つの反問がなされるであろう・一一その（i），Technical　WordはLiving
　　　　　　English　Vocabu｜aτyに入らないのか，その（ii），　Special　Sense（即ちHlstovical　Sense，　Teclmical　Sense，
　　　　　　Regional　Sense，　etc．）のB－groupはLiving　English研究の麹象とならないか一一である．
　　　　　　　これに封しては一癒次のように簡箪に答えておきたい．
　　　　　　　（1）我々は廣い意味での融會の簿成員として，徹命一般に共遣な常議を有する．Vocabularyの面では，
　　　　　　概してそれはGeneral　Wordに圃する、他面，我々は洗愈における分業の結果として特定の分野，特定の
　　　　　　活動部門を握當する立場にあること一換言すれぱ，より制限された特定の杜愈の褥成翼となること一が
　　　　　　多い．この場合には，その狭いi証愈に共遣な常識がある．jocoseな言い方をすればコンモン・センス｛こ封
　　　　　　する專門センスとも言うべきものである・Vocabularyの苗では，それがTec細ical　Wordを中核とする
　　　　　　Special　Werdである・こうしたTechnical　Word，　etc．はその分野の人に取つてはGeneral　Wordに準
　　　　　　するものであり，彼等に取つてはやはり‘‘Actual　Sense”を持つものと見てよいであ’6う．
　　　　　　　TechniCa！WordとほY似た立場にあるや～特殊な例としてL｛terary　Wordが考えられる．ここに
　　　　　・　言うLiterary　Wordとしては，「女學の作＃及び愛好者が，言語の關する限りにおいて一LPtの61ite（選
　　　　　　ばれたる者）として特別な鮭愈的階癌をなし，普遣に考え・られるGeneral　Wordのワク外において用い
　　　　　　るSpecial　Word」が先す考えられるが，更にこれとほ“同一性質のものとして，一般に譲書階級の間に行
　　　　　　われるSpcial　Wordをも含めるが適當であろう．こうしたLiterary　Wordが文蕊鮭禽，並びに一般讃謬
　　　　　　階級に皿する者の立場からはGen（iral　Wordに準する位置を占め，彼等に取つては“Actual　Sense”を有
　　　　　　することも，TechniCal　Wordについて蓮べた所と同糠である・　　　’3
　　　　　　　（ii）Special　SenseのB－9roup中でも語義の歴史的獲展のlinkをなしたSenseは語學の研究教授の
　　　　　　’上に極めて債値のある封象であり．賞際的な助けになることは勿論であるが，Living　English　Vocabulary
　　　　　　　というものを考える時には，それは直接の封象とならないことも等しく明かなことである．のみならす，
　　　　　　δerivationの研究に熟心な人が語義展開の途上において嘗て存在した過渡的な語義をGel、eral　Senseの上
　　　　　　に過重に投影しようとする傾向を強く示す場合には，その弊は，時としてfolk　etymologyに敢て談らない
・ 　　　　　　ものがあろう．
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　　　　以上蓮べて來た語および語義の問題を現行の英語教育の諒程に封懸させて考えると
　　　　　（i）中畢校
　　　　　　　大体におV・てGeneral　WordのGenera！Senseに始絡する．
　　　　　　（ii）　　高等墨オ交　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　、　　　　　　　　・
　　　　　　（a）General　WordのSpecial　Sense，（殊にHistorical　Sense）力芸幾分加味される．
　　　　　　（b）職業敦育に重きを置く高等學校ではいくらかのSpecial　Word（特にVocational
　　　　　　　VocabularyとしてのTechnical　Word）が授けられる．
　　　　　（iii）大　　學
　　　　　　　Technical　Word，　Technical　Senseの比重がカnわり，また英語一般に闘する知識の墳加
　　　　　　　と共にHistorical　Sense・Regiona1．Senseの面についての知識も加わる・また専門の
　　　　　　　分野によつて！まObsolete　Word，　Regional　Word等に封する理解も加わるであろう．
　　　　　　　ここに大學について云ったζとは後期及びそれ以上の謀程に特にあてはまる・
　　　　　　　　　　　　　　（V）Actual＄enseとVocabtilary　Control
　　　　通隈すれぱGeneral　Wordおよび自己の騒する分野のSpecial　Wordの中で，比較的勃率
　　　の高いものを修得し，前者についてはその“Actual　Sense”にもぽ｝ま通ずるということが，香人の
　　　修得すべきLiving　English　Vocabularyの外廓と内容をなすもので，この意味においてVocab－
　　　ulary　Contro1の上からもActual　Senseの稔討は不可歓である．　Vocabularyの選定に當つ
　　　て言葉の意味に封する考慮が十分に梯わ礼なけれぱ，そのWord　Listは薄弱な地盤に立つもの
　　　÷云う他なく，極言すれぱ意味の櫨討無くしてVocabulary　Contro1はあり得ない．、
　　　　　（註9）Thorndike氏のsystem，1｛orn氏のsysteM，またそれらを基礎にするFaucett，牧扉氏のs＞’ste｝1｝
　　　　’にょるWord　Listは，その英語研究上に於ける有用性は十分認められるが，それと同時にまた稲営鍵汗の
　　　　　除地を残している．　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　’
　　　　　　例えばFries氏等の指摘するように，われわれの生活に最も緊要な言葉が必すしもfxequelコcyに基すく
　　　一、cOUIItに大きく現われるものではないということがその一つである・しかしこれはそれらのWord　Listが
　　　　　太体reading　vocabularyという基準から作られたという事錠と陶連しており，この顯の修正は素材の選羅
　　　　　方針に麓化を與えることによつて蓬成し得るものと思われる．
　　　　　　それよbも更に重大な盲貼というぺきは，言莱を形の上からのみ捕えて，意味（用法）の問題に立入る
　　　　　ことが不十分’なことである．勿論意味の問題を取上げることはWord　List作製の仕事を著しく複雑なら
　　　．・しめることは明かであるが，Word　Listがす分にその日的を淫するためには，この方面にも周宕な桧討を
　　　’、要することは，また自から明かであるへ
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　　　　　　　　　　　　　　　　（VI）Technicai　Sense
　Teeh孤短砿§（mseとは，言葉が或る特殊な専門分野で與えられる特5セの制限または搬大に
よつて生する特殊な語義と解するのが順當であろうが，ここでは或る特定の活動分野における同
様の意義褒化（例えぱVocational　Wordに封してVocati6nal　Senseともいうべきもの等）
をも・之に準鵠ものとして蛤させたい・
　　（註10）勿論Technica1という語それ自伺⊆にこのような廣い意味があるというのではない．その見方か
　　らすれば上に云う意味でのTechniea｝SenSeはmisnomerとも云えるのであろう．しかし順賞な意味で
　　のTechnical　Senseと，ここにそれに準するものとして扱わうとするSenseとの間には或種のつながh
＾
　があることは認められるであろう。その繋りとは何か　Mく，即物的，異隅粕勺な契機による意味の擦大縮
　　少である．
　　　このような説明にも拘らす，なお‘‘Technical　S飢seう，が不営であるとされる方・をは，このcategoryを
　　“Technical（plusのSense”として理解することに暫く御同意を頂きたい．
　前項（Ill）に述べたHistorical　Senseが，時間的な籏がりを取入れたためにGeneral　Word
に與えられた特殊化によつて生じた語義であるとすれぱ，それに封するものは當然室間的な櫨が
りを取入れた語義ということになる．これは事物（現象）の時間的な分布を研究する「歴史」に
圏する塞間的な分布を研究する「地理」或は「博物學」の顯係を連想させるが，現實の問題とし
ては多くの場合この疏者（時間的及室聞的契機）がからみ合つて提起されることは周知のkW　9
で，「歴史地理」（historical　geography）や進化論の重要性はこれに因つてV・る．從つて語護
の稔討に営つて時間的契擬とか室間的契機とかV・うように箪純に割切つてしまうことは事宜上因
難である．
　　（言注1］）一破に「英米のusageの稲fa　」として空間的に取上げられている申にも時間的な差異とも見得
　　るものが多い．たとえぱ米のcurrent　useにおけるbu｝｝y（＝〔英〕Grs宕ate，　exce｝｝ent），　a　deck（＝〔英〕
　　apack　of　caτds）や，　an　apartment（＝〔英〕aSat）はそれぞれShakespeareや？epysにその用例があ
　　る．
　　　ま’たrestraint　oll　tradeというexpressionはAdam　SmithのMeτcantilism批剣以來，主として「自
　　由な遮商に勢する各國政府の午渉」の意味に用いられたが，（もっともThe　Wealtll　of’　Nationsの中での
　　Smith自身の用語は“restraint　upon　importation，である）米國では「trustから加えられる，自由な取引
　　への妨審」を’restr＆int　of　tradeという言葉で現わし，　Shernian　Antitrust　Actの通過以來（その施行の鍍
・歌には時｝：・S．つて寛殿の差1まあつたが）この意味のrest・ai・t・f・t・ad・を積極的に不法なものと認あるに
　　至った．　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ttt
　　　この例に見られるrestraintという言葉の内容の挺化は時間的のものと考うべきか　空間的のものと考
　　うべき加恐らくこの場合は寧ろ米國の特異な環蜘こ重きを置き，後にいうyegiofiaK　stuayの立場
　　から見るのが妥欝であろうが，なおここに説いているTechniCal　Senseとも深い關迂をもつことは欝然で
　　ある．
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　「時」に封して「所」を考える時，それは當然地域（region）の問題につながつて行くが，ここ
にはそうした室間的「ところ」よりも，われわれの思考の封象となる「領域」乃至は「活動範間」
とV・う意味での「ところ」を先ず問題として行きたV｛．2Pちここには先すTechnical　Sense（叉
なそれに類似したSense）を問題として行きたい。（いうまでもなくとれ！ま極めて便宜的な整理
法であるが，語學的封象の量的考慮は，こうした便宜的な整理を是認させるであろう）
　さて前にも迷べたように，Technical　SenseとV・う言葉によつて，われわれは人間の活動の各
分野における特殊な事象，専門的な諸條件によつて，搬大，制限，または特殊化された語義を意味
することとした．この主旨を明かにするため貿易用語から二三の例を引くこととしよう．
　（a）ますBusiness　EIIglishとV・うexpressionを取上げて見よう．市河博士編の英語墨
爵典には
　　　Business　Englishニニpigeon　I三nglish
と，あつさり片付けてある．Business　Engiishを専門とする人の中にはこれをもつて一つの
insultと考えている向きもあるやに聞く・しかしながら同群典の中に説明された‘‘Business
English”は一般｝仕倉の通念における‘6㊨oo磯Em91ish＋Good　Btisin∋ssgeとしての
Business　Englishではなく，専ら英語學の立場におV・ての‘‘Business　English”であるものと
想1象される。証禽通念におけるBusiness　Englishは（Good　Businessの目的を達するため
にbusiness　technique，　legal　technique，　business　psychologyを内包し，その意味で持蒸化
した面はあつても）概してnormal　Englishであって特に英語學的にこれをあげつらう必要の
ないものである．　　　・
　　（註12）という意昧は「英語學僻典」以外の有力な文艮絞においてBusiness　Englishという言蘂が1）ig願II
　　English（pidin　Englis！i）の意味にcc英語學的”に用いられているという確譲を持つて3・1r“というのでは
　　ない・1陵は寡聞にしてそのような例を知らない．
　　　しかし或る享門分野で，特定の語を一般杜會の通念と漣つた意味に使うことは菰めて普懸のことである．
　　たとえばAmericanという言葉は一般の通念としては「アメリカ大陸に住居する1　一一wツノ係の人間．特
　　に会衆國市民」を意味するが，人類墨の用語としては「アメリカ大陸の原住民」を意味する．あとの意昧
　　は即1ちTechn｛cal　Senseで，一緯の迎念とは異つている・
　　　なお現在のようにヨーロッパ系の人間がアメリカに土着して優勢を趣める前には，彼等は自からEnglish
　　とかDutchとか・Spanishとかいう風に考えていたので・原住民（即ち現在の呼方ではA三nerican　Indian）
　　をAmericanと云った．　この見方からは，あとの意味は1｛istorlcal　Senseである．
　Technical　Senseにおいてわれわれが特に問題とするのは，程度の差こそあれ，上に言つたよ
うな特殊の條件に基ずくGeneral　Senseからの乖灘ξの事宴である．
　（b）¢onvρ｝吉（狸（またはconvertor）という言葉はGeneral　Senseではone　who　or
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　that　which　convertsであるが，商業上（殊に米國での）特殊な意味としてはamerchant
　who　buys　unfinished　fabrics，　etc．，　and　have　them　dyed，　bleached，　etc．（Webster’s　New
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　飼
　College　Dictionary，1950）の意味となる．
　　　く韻3）The　’　Amerlcan　C・11cge　Dicti・nary’はe・nverterを・ne　engaged　in　c・nverting　textile　fabrics。
　　　especially　cotton　cl⑪thsヅfrom　the　raw　state　il’lto　the鯨ished　product　ready　for　the　market，　as　by
　　　bleaching，　dyeing，　glossing，　etc．と説明している．これによるとprocessor（カ｝1工業者）のような感じが
　　　強いが，必すしも自からorder　p士ocesSing（蒙爵迦工）を引受ける側に立つものとは限らす，却って他の加
　　　工業者に加工させる場合もあるとすれぱ，この二っの定義の内容は挙鍵上大差ない物と見ても差つかえな
　　　いであろう．
　　　　また日本の轍出業者が米國のc・nverterと穗するものから1注文を受取つた時，信用朕が（膠々複数の）
　　　宜際上の買手によつて開殿されるために，Converterとはindentorのような貿易の仲介者という感1）を持
　　　つ揚倉が多いが，上に述べた意嫁でのconverterが他の機能を併せて行うことは容易に考え得るζとである，
　　（c）eons99mという言葉はGeneral　Senseとしてはhand　over，　deHver，　transm量t，　send
．by　rail，　etc・の意味を持つが，特に「委託販責する」意味となることも多い．貿易面ではeo鰺
　sigrwnentは「≡委託販費」　「≡委託販賓品」　と，もなれぱ，阜に「磁」金」　「積途品」　（＝　＝shipmenO’
　ともなる．從つてeousignor（consigner）は「委託者」ともなれぱ箪に「荷主」ともなりr，
　eon§嬉畷絶は「受託者」ともなれぱ箪に「荷受人」ともなる・特にindentorに封し，かれ
　を通じて褒註するactua正buyerの意味でcohsigneeということは頗る多し、，
　　　（註14）商望，経濟民の立場からは用語に明確な概念規定があることは望ましい，というよbは寧ろ必要で
　　　あb，この意昧に於ては○故鬼頭仁三郎教授が信用欺に儲しopening　bankとissuing　bankとの概念
　　　kの隠別を立てようとせられ（｛’外國爲替講義」）・（ii）虎尾正助教授がImmediate　Shi．pmentとPrompt
　　　Sh｛pmentを峻別していられる（「國際頁買と7gの契約」）のは十分理解し得ることであるが》“Actual
　　　Sense”　という立揚からは吹のように考えたい・すなわち（i）ドついては賞際上そのような用法に從って
　　　いると思われるものは世界中の外顯爲替銀行の中において稀有であるという理由によつて，（ii）にっいては
　　　The　New、　York　Bankers’Colnmeτcia至Credit　Conferenceのような有力閻体においても爾者を同意義｛こ
　　・扱っているような笈例を考慮に入れて，・こうした彊別には必すしも從うことが幽來ない．言うまでもなく
　　　これ｝まLiving　Englishにdtrいてはusageを最も灘重するという隷貸から來るのである．
　　（d）uamEeEive”’ed　un一とし・うprefixの普通の用例から言つて・unsay・．und9・unmask
　など反封の動作を表わし・またundelivered　goodsによ？て「引渡しさ9Zぬ貨物」を表わすこ
　とは一・9e的な用法であるが・You．undelivered　o11．ou1’orde蔦とVs．う表現で時としてsho「t
　shipmentの意味を表わすのは貿易上の特殊な用例とV・うべきであろう．，
　　　・（註15）更に一一　：の例をカllえると，　t・・hipというverbはノ渇知の如く，米國では醜毯みする」「田舵蓬
　　　る」という原意から絶じて，軍にsendの意味に綾張して用いられ，それに伴つて・　Bill　of・　Ladin9も英國
　　　のWay　Bill（陸i＿m貨‖勿引替謹）をも意味し，　F．　Ol　B．（Free　on　Bdard）囁は英國流には丁轍出港本船渡」を
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　　意味するが，米國では「Ve一ル渡し」をも意味する．
　　　これと反封にt・landどいうverカも米國の（殊に軍隊翻係の）用例では必すしも陛揚げを意味せす，
　　to　tranship，すなわち「海上貨物の績換えをする」という意味の場合が屡々あり，蕎GHQから日本の通
　　産省や蕗公図などへ登せられた命令の中の用例としては‘‘Buoy　Xにおいて，　m．　v．（＝motor　vesse1）Y
　　からlandして後の指岡を待て．なお1anding　scheduleを示せ”という言蘂で，右の位｛置にお＾いて「barge
　　（似馬船）へ一癒殴取つて籔換え、のために港内に待機する豫定を示せ」ということを意味した場合が往々
　　あつた．
　　　言うまでもなくこのような語解を招き易い表現は甚だ好ましくないものでgeoa　usageとは認め難いが，
　　特殊な環境や緊急な事態の中で言葉が如何に歪みを與えられるかについての例謹としては無意味ではなか
　　ろう．
　　　序ながらbertkというような言葉も，書通にpassengerの立場にある一級の市民としては「賠（また
　　は汽軍）の展床」の意味が直ちに念頭に浮ぷが（もつともこの頃では蚕）edということが多い），海語とし
　　ては「錨泊位置」「墾留位置」「操船儀積」などの意味が普通である．
　（e）claimalpleといえぱ普通にはプ「要求し得る」という意味を有するのは営然であるが，貿
易上で・　claimable　goodsといつて，「要償の起り易い品物」（goods　on　which　claims　are
likely　to　be　made）の意味に用いるのも，やはり意味の搬大と云えよう．　bi1ls　payable，　b坦s
receivableなどもpay，　receiveする封象がbi11でなくてcashである意麟ミにぶいてや1これ
に似ている．
　（f）¢tsSll重ひ瑚鵬といえぱ普通「現金取引の條件」であるが，米國からの製造品の轍出など
については，一箆‡弗の荷爲替を取組む決濟條件（勿論L／Ctermsをも含めて）をcash　terpesと
いうことが珍しくない．
　（9）private｛lmalitが「信用状に基すかぬ爲替手形」を意味するのは銀行のsemi－public
としての性格から來ているであろうが，“private”とv・う言葉自依から見れば相當のズレを見せ
ている．
　（h）meveluamtといえば貿易上ではmercha・nt　shipPerを意味し，一麟特殊的にはcoll－
firming　houseを意味する．“We　are　merchants，　and　do　not　place　orders　ourselves．”
（「當方はmer6hantsであるから自から護註は致しません」）とV・うような，商証による立場の
表明は，merchant＝confirming　houSeと解してはじめて理解し得る．
　　（謎16）confirming　houseとはdistrihutor←indentor）　のため注女を確認し金融面の面倒を見る商証
　　逼例indentorである．　がexporterに封し‘‘Subiect　to　confirmation　by　the　confrming　hous♂の條件
　　で籔註しconfirming　houseのc頒firmation　of　order｛：よって成約する．　confirming　houseは商業上は
　indentorの代行者であるが自己の賓金で商品の代金を支擁うので法律上は代理者とは言えない・　（W．　W．
　Syrett：　F」natncing　Trade、Pverseas）
　　　昧の繭耀ξ江のような輸によるものが多く・L・・d・ne：は4似上の有力な・・nfi・mi・が・・llEe　it；
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　　あつて南阿のindentorに協力している．軍にLondon　shipperとだけ言つてLondon　confirming　bou§e
　　を表わすことが多い．
　（i）語義の制限乃至特殊化の著例は何とv・つてもMthmeime　RmsifRn’amiee（海上保険）に闘す
る用語である．Lloyd’sのS・G・policy　formが近・fヒ的な海上保瞼契約の表現としては極めて
不十分なものであるととは蔽うべからざる事賢であるにかかわらすなお傳統的に保持されている
のは・その殆んど苓嚇が繊疏いて一Sii訟の鍛となり・法匙劫嚇蜘な槍舗経て
いるため，契約営事者は事前においてその法律的効果を知り蓋しているという利便に基ずくので
ある．海上保険に閲する法律，剣例，憤行は1906年のM鯉麺e亙鵬醐翻鰺eA碑によつて
法典化されたが，この法律には特に附則として雛U姪s晦オ¢劔蹴r鵬“0皿嚇野絨姪y（保険
証劣の解樺のための規定）を添える必要があつた．全部で十七項目に分れているが，今暇にその
第十二項を取上げて見る．これは“Touchingぬe　adven撫res　and　peylls・－t”に初まる所
謂Perils　Clause（危瞼約款）の中の“and　of　aU　other　peri1s……”とV・う語句の解灘に踊
するものであるが，ejusdem　generis（同種限定）の原則に從V・，その前に列暴した危瞼に類似
する危瞼に限定しており，‘‘al正other　perils”というようなgeneral　wordsの字義的解稗か
らは出て來ない制限が付せられている．
　その他，このRulesに含まれるもの，含まれぬものを合してこの種の例外的な解騨はMarine
Insuranceにつきまとつており，たとえばcraftとはlighter，　bargeなどの小船の絶稻として
専ら用V・られ，pirates，　rovers；pilferage，　theft，　thievesはそれぞれ戸ヨ容や程度を異にする
ものと解摺せられる．また通例海上保瞼がcoverするのはPerils　o〃the　Seaで｛まなく
Peri1s　of　the　Sea（＝Maritime　Perils）であるとされ，その内容如何は當然最も重要な問題
となつている．　なおまた，Maritime　Perils（Marine　Insurance’Actの用語）はMarine
PeriisとWar　Perilsの讐方を含むものと解されるが，このMarineとMaritimeの麗別］も
甚たtechnicalなものとV、わねばならぬ．
　　　　　　　　　（VII）Technical　SeRseとTecimical　Word
本稿でTechnica1　Senseという場合にはGeneral　Wordがtechnica1正yに用V・られた場合
の語詫を指す．（ただしtechnicalとV・うことは，阜に専門分野についてV・うだけでなく，特定の
活動分野について云う場合をも之に準するものとして扱うこととした・前に述べたことの繰返し
になるがTechnical　Senseとは最廣義には邸事，即物的な契機，動因より結果する所の特殊語
義と解したい）．
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　これに封して，特定の分野のみで用v・られる語はTechnical　Wordとして一慈考慮の外に置
きたい．それはHistorical　SenseがACtual　Senseに含まれるのに封して）Obsolete　Word
は（封照的意味において取上げる場合を除き）考慮外に置V、たのと同様の取扱いである．
　Historical　SenseをActual　Senseの中に取入れる¢）は（Living　Languageの使用及理解
という面から云えぱ），General　Senseを直ちにHistorical　SenSeと認定して事箕の解澤を誤
まるような憂いをなくしようとする用意に出たものであるがTechnical　Senseの場合もこれと
同じぐ，Genera1　Senseが直ちにTechnical　Senseとして十分であるという速圏iに箔らないた
めである．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　　（註17）もつとも上の場合と反甥に或る專門分野の人がGeneral　SenseをTechnica］Senseに解繹する
　　ということ（即ちTechhical　SenseをGeneral　Senseの上に不當に投影させること）は十分あb得るこ
　　とである↓たとえば，法律家がGeneral　Senseのsatisfaction（灘定）という語を，　conteXt（文頴）と不
　　調和二，Technical　Senseの「辮濟義務の履行」と解するような場合がそれである．
　今ここに極めで干凡なGenera｝WordであるfaUureとV・う言葉を例に取つて，企業緩螢
についてのそのTechnical　Senseを考えよう．　この場合fail’ureにはほ貸三つの段階がある
と考えられる．
　　　（i）the　actual　failure
　　　（！1）the　recognition　of　fai1ure
　　　（iii）　the　admission　of　failure
　　（＃k　18）卑俗な言葉で言えば衣のようになる．
　　（i）左前になること
　　（i｛）左前になつたのに無付くこと
　　（iii）　｛責梧［者に手を灘±げること
　ここに云うfailureは一慮insolvency（債務履行の不可能）という意味に解してよいであろ
うが，そのiinsolvenayとV・う語をtechnicallyに槍討すれば，合衆國のUniform　Sales　Act
によれば債務者が螢業上順當に（in　the　ordinary　cottrse　of　business）債務の支］弗V・をする
ごとを止めた場合，または支擁期Hが來ても債務を果たし得ない場合を指し，また同國のBank－
ruptCy　Actにょれば債務者の有する資産の隠額が，公正なる評債において，その負債を支挑う
に足らぬ場合をさす．從つてこの雨法において，inSolvencyの内容にはかなりの相違がある．
　更に数例を加えると1‘‘want　of　consideration”はGeneral　Senseでは「思いやりのないこ
と」を意味するが，法律語をしては「圏’慣の提供がないこと」を意味し，同じぐ法律語としては
“crimina1　conversati位”は「姦通罪」を意味する．“realization”という言葉は株式市場では
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「利食いする（＝to　cash　ill）ごと」を意味し，不動産賓買に關しては，「金を不動藤（real
estate）に鍵えること」を意味する．　remedyという言葉は法律上の用語としては「損害賠償
（legal　reparation）」を意味し，貨％鍵造に閲して用V・れば「公差←tolerance）」を意味
する．
　　（註19）更に文學的な用法としては・Thomas　HardyのDesperate　Remedi．esにお・いてIX「死」を暗示す’
　　る言葉として‘‘remedyτ’を用いている．
　このようなTec蚕mgeaR　SemseにS”．±し，次のような言葉はXeeEmieal　WO鰐dsであつて，
これらの言葉は一見してGenEeifssK　Wo灘1でないことが明白であり，言葉自身の中にその
technicaiityについて用意ある態度を取らせる要因を含んでおり，これに封するGeneral　Word
としての解稗は普通に存在しておらす，從つてそれを直’ちに宛てはめるとV？うような危険は先中
無レ・ものと見てよいであろう．
　hen。theism〔宗教〕緬1敵（多it・！1｛ai）中に特に一肺を愈ぶ儲∫舞．銅鰍から一肺教に移る中間過程）
　transgbstantiation〔基督敬〕化肉説．化体謹．
　　eXistentialism　〔ス蓼學，丈學〕　賞存三≧義．
　fiSsion〔生物〕分体　〔岩石〕剥離　〔物理〕核分裂．
　　　isotope　〔t｝勿菱皇〕　洋弓位元う裟・
　皿etabo｝ism〔生物，化阜〕新陳代謝
　catalysear〔化學〕綴媒
　emulsion〔化學〕孚L剖
　schizophrenia〔麟學〕糖肺分裂症　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
　Oedipus　c・mPlex〔】輸｜自分析〕異性親を莫い｛司性親を斥↓ナる傾向
　antibiotic〔騒墨，藥學〕抗生物質
　lO］）ectomy〔隠邸〕肺葉切除術
　vagUS〔解湖迷走肺脛
　paras），mpathetic　nerve〔解剖〕副交惑碑緯
　　t⑪xicity　〔藥望〕　享蓬］生
　aseptic〔細菌〕無菌の
　1・・n－feryouS〔金膠〕91三鐵の
　cam〔機械〕偏突輸カム
　manday〔労働〕工数（延人員）
　tOl’t〔法律〕私犯
　eStoppe｝〔法律〕禁反言
　c・一主esp・ndent〔法律〕自ξ訴訟における共同被告（・”i・int　resp・ndent）
　mortgagee〔法律〕抵當綴者
　Emintint　DoMain〔法律〕：｛：地収用枢（鰻際法および米函法において）　　　　　　．
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　　Knight　H・sp三taUer5〔歴史〕（－1一宇軍1寺代の）病涜武士図
　　seutage〔腫幻多斌士借地法
　　gaLel｝e〔屋史〕（フランス章命以前の）塩税
　　anapaest〔文學〕弱弱強脚
　　the　Ah－neSs　of　tbings〔丈皐〕物のあわれ
　　pillow　word〔文學〕枕言葉
　　P三vot〔文學〕　｝蕊言葉
　　P・lystyny〔甦會〕一夫多妻（P・1yg頭yでは一妻多夫の》胎をも含むので特にrdiSijするために用いる）
　　蜘ntang・〔株式〕順自歩，先高
　　hye〔競技〕不職一肱の人（又は組）　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　　（註20）Technical　Worc！の中に〔文學〕として採録した語と，先に（W）のG窪8）の中にLiterary
　　Wordと名付けたWordとを大体の上から隠別すれば，前者は文皐の醗究において用いられる術語であつ
　　て、從って文學という分野を細分すればanapaestは〔韻律學〕，　the　Ah－ness　of　things以下の3items
　　は〔日本文學〕とするのが適當となる・翼にその中で最後の2itellls（pぷOw　word，　pivot　lyt）rのは見方
　　によつては〔日本語學〕とすべき場合も嘗然起つて來る．
　　　これに反して後者（Literary　Word）は‘‘seeing　and　hぐaring　publie”（即ちτadio，　television，　ttt｝kies
　　l二親しむ程には薇書に親しまない一般人）に勢する慈味でのreadillg　pubiic（即ち策洋似に言えぽヂ念災
　　を帯びた人々」）の間において使用（もしくは少くとも理解）される語である．
　　前者と後者とは互に重り合う部面もあつて必すしも匿別し饗いが，その調に見方の相難があることぽ鶴
　蓮の蓮りである．鎚囹の上から言えぱ，前者はその｛生質上醤然reading　pub］ieの言蘂であるから，大斧後
　者の申に包含されるものて見て良いであろうが，その中鍛ちにtechnicalなものは一競流詩階絞○磯鰹を
　　超えるものもあろう．
　　　　　　　　　　　　　　　’
　こうしたTechnical　Wordも，夫々の分野の人に取つてはGeneral　Wordに《｛⊆する性質を
持っことは前に（IV）の（註8）に述べた通りであり，また或る専門分野に閥する特陵な知讃が
次第にgenera1　informationとなると共に，それに關するSpecial　WordもまたGenera正
Wordのcategoryに入る．米國においてpsychiatryの流行と共’ic　psycho－ana正ysisの用語
が知識階級の日常禽話にも頻出するに至つたととはその一例である．
換言すれぱTechnical　WordとGeneral　Wordとを厄別する規準は（Usageに闘する多
くの聞題と同様に）全く相封的なものであり，時と所によつて憂化するものである．
　　（註21）また或る分野でのTechnica】Wordが他の分野に癒用される例は珍しくない．例えば　　　　　　　　　，
　　amph輌bian〔動物〕Mlj　iJ2：類の
　　　　　　　　〔兵器〕水陸雨用の．　また名詞化して「水陸爾用職車または飛行機」
　のような場合である，更にまたTechn元cal　W（）rdが幻融勺に用いられ，≡次に説くFigurative　SenSeを獲
　　；i祭するλ暴合もある．　例え｝工ganglion（簿ポ隠簸）　と｛囁・うる苔力ζ　「S蓉顔熔・）中心、　（＝centre　of　actiV｛ty）］とt、う灘
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　　味に用いられる場合などがこれ｛；賞る．この場合においても　‘‘gangliOI］，，パこ封して少くと5或る漠然たる
　、認識が存在す．6　“とを前提とする．　　．
　なおGeneral　Wordがcombineされて出來るTechnical　TermsはTechnical　Senseと
・言う面から取扱うこととし7’CVa．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　、　　t’t
　　　　　　　　　　　（VIII）Figurative　SenseとTechRical　Sense　　　　　　　　　’
　多くの言葉はdenotation（當面の定義）と共にconnotation（隠件白勺な意味）を有する．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ’
そうしたconnotationは種々の連想作用，殊に修辮學でいうfigures　of　speech’（言葉のあや）
かち生れるものが多い．ここには　metaphor，　metonymy，　synecdoche，　litotes，　meOsis，’eu．
phemism，　hyperbole等々のfiguresにっV・て4）説明は省略し，そうした修緋的要求から生れる
意味の撰大，縮少と，（VI）に述べたTechnica王S飽seと圏・比し，’その間の相遠を示唆するに止
めよう．たとえば
　　　throneカく　King
　　　fuf　and　featherカζbeasts　and　birds
の意9ik　｛C用いられ（以上metonymyの例），
　　　rhymeカミpoetry
　　bladeがsword
　　　bottomカこship
の意味に用られ（以上Synecdochさの例），
　　　that　extremity（叉は　the　other　p！ace）カくhell
　　　to　be　110　more　カさ　to　be＜1ead
の意味に用いられる（以上euphemismの例）．
かようなものがRhetoricalな用法である∵
　　（註22）普通に，言＾葉の「文字通りの意味」（Literal　Sense）と　r比楡的の意味」（Figurative・Sense）と
　　む灘置するが，LiteralでないSenseが必すしもすべてF輌gurative　Senseであるとは言われない．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この鮎をActua｝Senseの見地から見れば次のような分類が可能であ・ろ・う．　　〉
一
ピ笥欝灘：　　　一
　　　‘‘Slided　Sense”というような呼び方はやや奇異の感を與えるかも知れないが，往々用いられるSlantと
　　いうような’言葉では鍵化した所の語義そのものを表わすに不適當であり，Changed　Sense，　Altered　Sense
　　では除bにξ、多く本質的な澄fヒを感ぜしめる∴Expanded　Sen§e，　Shifted　Senseという呼び方も考えられ
　　るが，「Literal　Sらnseにおける本質を失ってしまうことなく，しかも多少のズレ！を示レているSense」とい
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　　う意味で，あえてSlided　Sense　という名種を用いた．　Figurative　SenseをSlided　Senseの中に含める
　　ことも出來るが，比楡の封象とするものは同一であつても，此喩の結果として生れる意味は根本的に鍵化す
　　る場合が多いので別個の取扱いを適欝と考えた．
　こうしたFigurative　Senseに封し，　Technical　Senseと認め得るものを吹に與げよう．例え
ば
　（a）肋a澱e麺wが“EnglandにおけるDanesの征服地に施行された法”の意味から
“Danelawの行われ｝∈，　Watling　Street東北の地域”とV・う新いハ意義を加え
　（b）asgigmaが“heirs　and　assigns”の用例に見るようにassignee（被譲渡者）の意味を
も附加し，inEaiittが未成年者の意味に用いられ
　（C）order，¢On紐a碗が夫々「註文」「契約」の意味から更に「註文品」「契約贔」の意
味に，また古董8寧職1雄yが「この品質の品」，¢0亙Hlee韻①皿が「取引先」，坪●speρオが
prospective　buyerの意味に用V、られ
　（d）reservatioMが擢利などの「保留」，座席，部屋などの「豫約」の意味から，“the
Maori　reservation”などのように特別保護のための「指定居住地」の意味に用いられ
　（e）ttew誼ovemeが螢業上の「回轄」から，顧客などの顔ぶれの「入れ替り」（the　usual
turnoverなどの用例における）や，労働者の「移動」　（＝＝labour　turnover），或は禽’泣の「浮
沈」「隆替」（fifty　years’turn・ver　am6ng　100　big　c・rp・rati・nsなど）にも轄絹され，ま
た株式取引所の用語としては「買費の行われた株種の，上場株全体に封する比率」の灘未に用い
られるような諸例．
　　（註23）此所で一寸鰯れて置きたいのは，或るGeneral　WordのSpeeial　Sellsesの中で，敦れが党に起
　　つたかということの決定は困難なことが寧ろ普通であるということである．　race　という語が酒のf　CU
　　ク」に用いられ，また文章の「風趣」にも用いられるのは恐らく前者が先であろう．磁鰺e鱈という羅で
　　は，systematize，　c｝assifyという意味の方が先で（∫ustinianus　CodexのDigesta），肩鰻によつて「溝化
　　する」意味の方が却つて轄義となつている．　これに反して董口ei《16丑ee　という語の場合には，　falling
　（upρn）というGeneral　Senseを持つこの語が，男姻の二つの分野に癒用されて〔物理〕入射，〔纏濟〕評
　　貌の範園　というTechnical　SensesをZ等たもの言うぺきであろう・その前後は容易に笈め難い・
　（f）fat塘腿e8が「作業衣」，e併ロiesが「漫書」，⊂1urab嚢esが「耐久財」，P（∋vis藁頁・
ablesが「衡敗物」，ffutllrε∋§が「先物」，gpOtsが「現物」，　secon　ls「二級品」或は「等
外品，不合格品」，stR’i1）（＝metal　strip）が「延板」，prefahz．ieati①皿（略してPtrefab）
が「組立家劉の意味に用V・られるような諸例．
　（9）新聞語としてのeoverage（取材）・姪誕1（記事の「書き出しS）beat（櫓當麗域一一一一
亡の語は警察踏係にも用いる），
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　18
　（h）映薗の用語としてのeOlltknuit，y（台本），演劇の用語としてのpmoperty（小道具），
blackout（舞台の暗蒋）などみな事賢の裏付けが語義の饗化に大きく作用したと見るべきであ
ろう．なおblackoutが「燈火管制」「停電」「急降下中の一時的失帥（pilot　b正ackout）」など
の意味に用いられ，またazzsterityが特に英國の「耐乏生活」を意味するようになつたのも，戦
争下の特殊事情や，戦後の緻矧爽復に件う生活D嚴しさを背景としている．
　　（註24）austerityという語｝ま嘗ては宗毅的なimplication　を以てasceticism（特にauteritiesとpLに
　　してascet｛c　practices）の意に用いることがよち一般Wであつた．
　（i）adjtnstex’（＝average　adjuster）が「海損清算人」の意味に，　Pa¢kew（Chicago
packersなど）が「罐詰業者」の意味に，　elasserが「綿花叉は羊毛の格付けをする熟練著」の
意味に，extew皿ingittoreが鼠取り屋（＝　roclents　eXterminator）3ζは南京虫退治屋（lnsects
exterminator）の意味に用V・られるのは廣い意味でのTechnical　Sense　の部類に入るであ
ろう．これに反してundertakerが「葬儀屋」の意味に用いられるのは，或る　field　の言
葉と見るにはやX　－me化し過ぎている観があi？，　またごの場合の意味限定の動因も恐らくは
euphemism（碗曲法）であると考えられる．
　（」）japnmaが漆器を（時にはまた「うるし」やr日本風の細工物」をも）意味し，　e脆顕aが
磁器を意味するのは物産の産出國の名が物産の名に轄じた例である．mo碓認がMoka産D
コーヒーを意味してbる限りにおいてはTechnica工Senseとしての褒化の程度は前二者に及ぱ
ない．Niie（フランス風にNilと書くこともある）は色彩に闘してはパステル・カラーの淡緑
包（うすぼ色）を意味し，この名はNile河上流の水の色から出たものとv・われるが，　fanCy
nameとV・う感じもある．〕Ylanhattam（cocktall）．などは明かにfancy　nameとV・えよう．
　（k）§em班eとV・う形容詞が（特に米國で）Jewishの意味に用いられるのもeuphemism
の結果と言われなくはないが，それよりも欧米爾大陸に亘るAnti－Semitismに伴う吐禽的事賢
が多く閲係してV・ると見方をすれぱ廣義のTechnical　Useに扇ぜしめるべきであろう．
　とれに反してdisease（＝1ack　of　ease）とV・う言葉が「所搭」というような輕い意味から
「特定の症朕を示す程度の，やS重い病氣」というような含みを持つようになり，また英米におい
て「ソピエットと氣眠を通じ易い」という意味で‘‘unstasble，という言葉を用いるような例
はeuphemismの氣味合いが多いように感ぜられる．
　（1）同じ言葉がFigurative　Senseと　Technica1　Sense　とを相拉んで褒達させている場合
はもとより多い．例えばattaekmaentという語は「附着」の原意から一一diでは「愛着」の
意にとなり，他面では機械などの「附属装置」を意味し，また法律上「差押え」「引致（また
はその令朕）」を意味して用いられる．
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　（m）同様の例としてuaurgeryを學げることが出來よう．との語は恐らく「育見圭」を原意
としたであろうが，「養成所」とV・う意味に用V・れば一種のFigurative　Senseと見得るであ’
ろうし，「苗木場」「養殖場」「養魚場」などの用法では，むしろTechnical　Senseの傾向が多
いものと言えるであろう．
　商業關係¢）言葉では，qu碗副師簸が「相場，時債」，1量皿鋭が「指値」，　geeeeptaneが「引
受手形」または「（爲巷銀行の）外貨の豫約」，eah　leが「電報爲替」，　ereditが丁信用挟」，
eo．mmemeia皇がF廣告報邊」を意味し，また更に特殊な例では皮革類（hides）の費買に聞し
ては1，r畑rが「かき傷」を意味するような諸例においては，その背景にある事窒が意義塗化の
最も直接な要因どなつてV・る顯で，Rhetoricalな鍵化とは9く趣を異にしている．　　　　　　．
　勿論この顯に閲しては多くのborderline　caseも考えられるが要するに，大体においてFigur－
ative　Senseはそれが一般化する爲には比喩のmotiveとなる着想が多くの人によつて是認さ
れるものであることを必要とするので，その闘係上語義の展開が的上ヒ按自然であることを普遜と
する．これに反して外的な事賓闘係に基ずく語義褒化には偶然的な要素が多い．このことは特に
Technical　Senseにおv・て著しく，從つてActual　Senseの問題を取扱うに當つて蓉に力を注
がなければならぬのはTechnical　Senseである．
　のみならす，一般に語義の研究において最も取り残されているのは，とこに云うTechnical
Senseである．　その研究は結局体系的なものとなり得る見込は少く，かつ言葉のhistorical
developmentと無麗係に，云わぱ逆立ちの形で進めて行かねばならぬので，自重心に富む率者が
之に携わるのを好まないのは或意味では無理のない所である．
　　（註25）或る意味でborderline　caseに近い若千の例について少しく布演すれば，英騒でふggage－1〕1an
　（手荷物係）というのに封し，t米國でbaggage－manというのは麺方的な社違であるが，叉にこれがhag－－
　gage－smasherとなつた揚合，米國の手荷物係が特に手荒いという「事震関係」1こ基すくもの仁と見るのは
　怪りに酷で，むしろ米人のPlayfu1な物の見方から生れた「，Pt　ll」と見るべきであろう・
’　　pte－CTusheTをunim，ited　guestの意隊に用いるのは，　Playfulな顯でこれに似ているが，誇湿的な面が
　　一鯖著しく現われ，事賞との接閲が愈々少くなつている顯でむしろFigurative　Sen§eに麗する．またや
　　や特殊な例であるが，「迎え酒」を意味する‘‘the　hair　of　the　dog”は，元来はihe　hair　of　the　dog　that
　hit　oneを省略したもので，犬や狼に噛まれた傷はその犬又は狼の毛を食えぱ軽快になるという迷信に基
　　すくものである。「迷借」はそれが行われている限りにおいて「享箕」に準するものであるが，この鵠合に
　　は更にそれが酒に韓用されて，宿酔（hangover）を飲み直すための「迎え酒」の意味に用いられているの
　　．で，當然Figurative　Senseに腐する・
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　　　　　　　　　　　　　　　　（IX）　Regional　Study
　さきに（Vl）において「時」に謝し「所」を考えるに富って，便宜上その「とこち」を專門的
分野，叉は特定の活勤分野の意味に限定したが，これは當然更に別の意味でZ）提がりを持つべき
も応噸も璽なも輪言うまでもなく斑域的な撚・で諮そうV・t・ue大殉容
が語義のみに閤係してV・る限江おいて！よ・臨蜘醐S②呼ζいう見方を以て律し得る
が…地域の撰夫ということは取りも直さず，　研究の封象として，　より大きな「自然」を取入
れ，またより廣V・地域に亘る“「人間の活動」を取入れることになるので，阜にSenseの問題を
超えて鯉e910n翻Wo岨を封象とせねばならぬ場合も起り〔（1）及（註2）参照〕他面にお
いては言葉よりも「事がら」に依擦する度合が釜々大きくなる．　たとえば英米間のregional
differences（地域的相遠）を問題にする場合，焦邸を言葉に合わせて假に
　　〔米〕　corn＝〔英〕maize
　　〔米〕COw－catcher＝〔英〕Pl・ugh（（・r　life－guard）
とvKう封立を考えて見ても，それは阜に
　　〔米〕．C・・！・e’t　＝〔英〕・・fTi　n
という言葉の上だけρ相違と同一一正eve1では見難レ・所のregional　defferenceの背景を感じさ
せるものがある．
　　（註26）cornには穀物（cerea｝）の汎稻としての用法もあるがEn9｝andではwheatの特稻となる・大
　　体この言葉は地方的にはその土地の主要穀物を指すものと考えられ．捉ってScotlandではoat，合衆國で
　　はInd輌an　cornの略穂として「とうもろこし」を指3’（Ameriean　Indiansにとつてはmaizeが主宴鼓
　　物であつた）・Engllandの用法ではこのrとうもろこし」に鴬るのはmaizeである・合衆図で刊行される
　　歴史の教科書で葵國のCorn　Law撤慶などに周して記蓮してある場合には，「このcornはwheatの意味
　　であつて，maizeの意味ではない」と特に断つてあるのを見る．
　　汽車の「除障機」を意味する米語cowcatcherはアメljカの雄大な自然と急速に行われた綴道の布設と
　　を思わせるものがある．　これに鎗する英語はplough　であるが，またlife－guarclとも言う・（米語では
　　はiife－9uardは「水泳場の見張り人」の意味｝ご用いられるが，「護街者」の意瞭では英米共通である）
　　　こうしたregionalな糖蓮は或る意味で英米函國間に「同文の憶み」を生ぜしめる．序ながら蚕くの継
　談であるが，本摂の前身大阪外國語學伎のロシヤ語歎官であったネフスキー氏が昭和の初年中國から書籍
　　を取b寄せたところ，その宛名に「大阪外國語學校褒」と惑いてあつたので，配淫夫はいま大阪市の公園に
　なつている．営時小家屋の密集していた學校の挺遣りを尋ね渉いたため大いに遅延を來したことがあつた．
　講明するまでもなく「荻」は「裡」と同じく，「内」すなわち「気付」を意味するものであづた．「同文の
　情み」の一例としてっけ加えた．
1地域ということを問題にする以上，國を異にする場合には限らす，同一國内におけるvaria－
tiOIIも考えなけれぱならない．　殊に合衆國やカナダのような廣い國で，しかも地方的に滑革を’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2ユ
異にしてV・る場合においては伺更である．　’
　そうした同じ正anguageの内部でのvariation＊りも一層大きvb混観は二つ以上の國語が交
差する場合の相互理解に闘して起り易い．
　　（註27）引例としてはあまり適切でないかも知れないが，ここに米語とドイツ語と更に日本の「物」とが交
　　差した箕例を墨げよう．aJapanese　napkinといえばapaper　napkinを意味することは，除う一般的で
　・ないかも知れないが，O．　H・n・yにもその用例が見えて講るので，一鯉Am・ri・・n　u・ag。として良いであ
　　ろう．　ところでJapanese　napkinに當るドイツ語のdie　iapanische　Servietteは何を意味するか？　恩
　　報の品位の上からいささか恐縮であるが，吹の賢話はこれに答えている．ある日本人がドイツ還在屯越
　　中フンドシを洗溜に出した．しかるにドイツの洗濯屋はその物のたちが分らない．そこでともかく恭しく
　　洗い上げてカチカチに糊づけをし，迭り返し、て來た包紙の表面に書いた言葉が他ならぬdie　iapanische
　　Servietteであつた！
　　序ながら英語一溺逸語の問のお’し・て語源を同じくするWoxdの意味の食違いの例を二三暴げるとWaren－
　　hausは必すしも英語のwarehouse　とは限らす，またdepartment　store　をも意味し，1〈onversations－－
　　Lexikonはcolwersatienとは何等直接の卵係のないencyclopediaである．
　　また濁逸語のGlf・は囎捌の意庭1瑛鴻嬢であるが（Mitgift　r診創など），現勘剛では
　　むしろ「蚕」を意味することが多い（ただし前の意味では女性，後の意味では中性）．これは危験なr隠物」
　がやり取りせられた油断のならぬ近世の初期を経過する聞に起つた意味愛化と見てよいであろう。
　今かりに，日本語一英語の顯係におv・ていえば，被服材料に封し，捺染模檬としての‘‘spot
design”，織模様（または特殊捺染加工）による　“moss　design”は，それぞれ日本語で「フk玉
模様」および「梨地」と総せられ，この場合日本語，英語ともに，言葉がよくdesignの持綴を
言v・表わしているので混i毫Lは比絞的少いと思われる．しかしながらこうした幸幅な歎態は決して
多くの場合に期待出來ない．
　吹に借用語の場合および諮語において混観の起り易い例を二三掲げよう．
　（a）besuyerという英語はあらゆる買手を意味するが，日本語としてのバイヤーは外國の鍮入
商（殊に訪日の腿騰入商）trc・fH・V，らazる・な緬業上で某々C・・のbuyerとV∋場合1るま「仕
入係」の意味となることが多いが，この用法では宴際上日本語でいうバイヤーに近V・ものとなる．
（b）・er’vieeとV・う言葉はG…。・a正Useではあらゆる「奉仕∬勤豹階務提豹を意
味する．Diplomatic　Serviceといえば「外務省」，the　servicesとv・えば多くの場合は「陸’海
室軍」，Selective　Service　System（S．　S．　S．）は米國の徴兵法，また電氣通信翻係でpaid
service　adviceといえば「課金事務報」の意味で，すなわちこのserviceはtelegraphic　ser－
viceを指す．これに封し，日本語で「サービス」というと，種々のnuanceをもつた「サービ
ス減黙」の意味の「サービス」の外に，「サービス品」などの用例では時として「お添え物」の
意来に跡・ることが多い．
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　（c）玩ロ魍逝魍藍・とv・う語は英語としてあらゆる建物を意味し，住宅もそとに含まれるが，日
本でビルデ・ングとV・えば・階層のある不燃性の建物を云うのが普趣なつてやる∵
　（d）獅o£e誕o翻・この言葉｝ま英藷としては（1）pr・f・ssi・nal・kill，　pr・fessi・…1
attitudeといつた場合のやに・、「本職の」とカ・・「如何に岨喝い剖と・・憶臨！2）
professional　menのように「知的職業に從事する」の意味叉は（3）amateurと反封に「生計
の手段とするの」意味に用いるのが普通である．しかし日本語でプロフ＝ッショナルといえば運動
競技に闘蓮して（3）の意昧に用いるのが殆んどすべてと言つてよく，殊に（2）の意味は全く念
頭に上らないのが普通である．これはsemi・－P・・fessi。n・1についても同様である．
　（e）臨也¢k⑩』踏磁L／¢といえぱ日本ではバークー取引の決濟を目白勺とする「同時開設・信用
歌」を意味するが，合衆國の用例では多くは外國の輸入商によつて開設された信用状を見返りと
して國内で開設するancillary　LIC（＝10cal　L／C）を意味する．（Pratt：Foreig亘Trade
Handbook・P・556）・從つてこ9）種のL／Cは原LICが譲渡を認めていなv・場合に合衆國の
銀行が自國の輸出業を助けるために開設するものである．（Rosentha1：Techniques　of　Inter－
national　Trade，　P．371－－372）
　（f）紡績の用語としての麺蹴hNmdi　twRgSは日本では「右撚り」，麟9厩良砲ud　twist
は「左撚り」と穂え直謬の正反封になる　（渡邊喜作氏：綿糸布の基礎知識）．このことはyam
（撚り糸）だけではなくwire－ropeなどにつレ、ても同様であつて，　この食違いに基すく誤解が
過去において重大なクレームの圏’象となった享例もある（“Trade＆English”No．5）．
　（9）meeeeiveurという言葉はGeneral　SenseではF受領者」　（＝＝　re6ipient），容器・（＝＝re－
ceptacle），「受信機」　「受話器」を意味し，やや特殊化した用法としては「牧入官吏」を意味し，
更に特殊な用法としては「故買者」（＝fence）を意味するが，ここで問題としようとするのは
勝噺のrecei・ing－・・derによるreceE・er（英國流には屋々・ffi・i・1　recei・・rと9乎ばれる）
である．英和辮典では従前屡々「破産管財入」・という詩語を與えていたが，日本の破産法による
制度を前提としては，次のような英文は（少し強い言葉で言えぱ）不可解であろう．
　　Failure　to　pay　interest　on　bonds　may　precipitate’bankruptcy　or　receivership・
　　「噸の利子交那・が滞つた時｛埴ちに破産またはrecglversl・ipの事態を弓嘩すことがある」
　すなわちここにいうreceiverはequity　receiver（衡季法上の管理人）を意味するものであ
るが，H本の制度による破産管財人はbankruptcy　receiverとほc一致し，これによれば破産
の宣告と管財人の任命とは一・meの事籔であり，その間に“or”（もしくは）という言葉を用いて，
これを別種（二講揺一一的）のものとして取扱う根擦は存在しない．英語一日本語の聞におけるこ
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　の矛盾は昭和二十七年六月七日法律第百七十二號として公布された「會冠更生注」によつて，あ
　る程度まで解消された．
　　　（註28）同法は極めて大ざつばに言えば米國法のequity’receivership（tWZiS法上の管理）の精紳を取入tl．．v
　　　漣邦破箆法や英國（D官鮭法（The　Companies　Act，1948）を滲考として翻定された強度の強刷和議の性質
　　　を有する法律であって，一且窮歌に陥つた亭業でも再建の見込のある限りはこれを整理の段階において更
　　　生させることを目的とするものである・（位野本盆雄氏：倉洗更生法要説）
　　そこで上記の場合におV・て“enter　into　receivership”は現在のH本の法制の下におレ・ては，
　ほぼ「禽鮭更生法の適用を受ける」ということに近い内容を持つ．
　　言葉の意味を正確に捕えるために，その言葉に關連のある各地域における註¢aU（汲（箕物，箕
　猷）の認識が崖々必要であり，これをおし廣めるとArea　S垣dy（Regiona　Sfudy）に嚢展し，
　　　　‘・・ng・・g・＋｛灘㌫　　・め酪を］寺つ・ととな・・
　　leegiomaaR餅脳dyにおいて特に困難な場合の一つは，言葉が理念の世界を出て魔物と封決
　する時であろう・多くの英和辮書に
　　plw腿〔名〕李の類
　　ni霧lstixngtsRe〔名〕ナイチンゲール（つぐみ科の候鳥）という風な記蓮があるのはこの困難
　を誼擦出てV・る．殊に宜物または用語の上での地方的差異に特殊なfield（分野）でのTech－
　nical　Useが結びつくと一層複雑なものとなる．
　　たとえば捺染（textile　printing）開係のbaek　9斑yとか，　eu‘磁ea野というような用語
　は，この業界の特殊な用法と米國の造語法が重なり合つだとレ・う感じが深い．前者は機鐵］奈染の
　blanketの上に用V・る敷市（しきぬの）（英國流には通常underdothという）であり，後者は
　顔料（pigment）を稀稗するための溶剤（diluting　solvent）である．
　　　（註29）cut　clearにっいて｝ま，その稀灘の率を％で表わさす1：5という風な比例で表わすのが普蓮であ
　　　る．　なお‘cut　clearというような用例はGeneral　Senseとの開きが絵りに多いのでTechnical　Senseの
　　　中でも（B）に麗せしむべきだ（IV．’Aetual　Sense参照）という見方，或は更に一渉を遙めて，’c至earとい
・　　　う語には蓮常名詞用法が無いので，名詞的に用いられたclearという語はCeneral　Wordのロク外に田て。
　　　TEchni・a1　W・r牡して扱うべきア詰云う肪誠立し得る・
　　更に貿易上の商品の名稽やその標記法に至つては，墨詮は勿論，諸外國の閲税法や判例にも拘
　束されるので，その複雑多岐なことは一通りでない．嘗て日本産の鰻寵詰に“Sardine”と標記
　して薔阿に稜塗したところ。競鰯官甲牧せられ，幾多の子数と費用をか1ナてこの撰記斑購して
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辛うじて輸入を許された蜜例がある．（中井省三氏：最近貿易業務論）
　　（謹0）元來鰍齢・め名稿まもと秘‥、フランス近鞠こ迦される學雛Cふ輌Pil・h頑u・と
　　いう魚のみに限られ，これに謝してアメリカ太牢洋岸，＝・m一ジランド，及び日本産の免隠は學名をClupea．
　Sagaxというが，習性において大差はない．しかしながら，例えぱ濠洲の商品標記法では，箪に‘‘Sa　din♂
　　とのみ標記すれぱ前記欧洲産のClupea　Pilchardusの幼魚に限られ，成魚は‘‘Pilchard”と標記すること，
　　また他地方で屋出する組はこれを“Sardina　Sagas　of　Ca｝tfornia”‘‘Sardina　Sagas　of　Japan”などと標鶏
　　することを要求している．
　　　　　　　　　　　　　　　　　（X）結　　　　語
　事新しく言うまでもなく，外國認よ外國の人間と自然を基盤とする外國文化の中に成育したも
ので，その文化一一般と密接不離の關係を有し，その騨蓮においてのみ正しい理解を望み得るもの
である．　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
　從つてLiving　Englishの修得に當つても英語の純梓に語墨的な面だけでは十分にその目的を
達することが出來なv・．語および語義という槻顯から言つて少くとも次のような目標を持たなけ
㌢しばならない．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　（i）General　Wordの申特に効率の高いものにつV・て1まその“Actual　Sense”を把1屋して之
　を使用し得ること
　（ii）英語の行われる地域の文物および自然について，その六体を知ること
　（iii）自己の属する分野のTechnical　Word（またGeneral　Wordについてはその分野の
　Technical　Sense）の，量的にも質的にも十分な知識および使用上の技能を体得すること
　（iv）1．．iving　languageの研究を専門とするものにあつては廣く各界各分野におけるActual
　Sensesにつき居常注意を怠らす，特にSpecial　Senseに封する知識を櫓すと共に，未知の語
　義に圏’してもそのGeneral　Senseからの「すれ」　（shift）を鏡敏に感じ得るように語感を磨
　くこと
　　（詫3］）たとえばBusiness　F・nglish｛こおいては，　Buslnessという一つの分野においてこの事が目標とさ
　れている．Business　Englishか逸早く“General　WoxdのGeneral　Sense”というyクからはみ出して，
　Actual　Senseの探究，寛服，ならびにSpecia玉Wordの修得，鷹用という方面への分化（differentiation）
　　を示したのは偏にその緊要性のためと見るべきであろう．
　　（ii）に閲蓮しては，ノ・…バート大學のライシヤワー博士やフェアバンク博士が「Area　Study｝3：知識を1♀
　　るということよbも知識を得る方法を修得することに歪きを羅く」という主旨め蓮べたことが思い出され
　　るが，事柄の性質上誠に雷然と言わねばならない．こうした態度はまた（iv）の場合Technical　Senseに
　劉する態度としても妥賞するものと云えるであろう．
　語學修得の初歩的な段階における便宜的な方法として，事柄を簡阜にするために或る顯で抽象
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化を行い努力の集中を計るということは，十分理解し得ることであるが，究極的には“A磁腿垣
Serase）eの研究が必ず魑伴し，蟹物，蜜欺への適用の必要に迫られることは，駈亨麺g蟹泌g胸1肩
の遁れ得なLsue命ぞある．
　このような見方に封して（特に（iv）のような主張に封して），「それは語塁以外のものを語
學に合体させようとするもので，籔際的のように見えて却つて迂遠，室想的な考えである」と冷
笑する人のあることは容易に想像し得る．　　　　　　　　　　　　．
　　　しかしながら難きが故に直ち｛こ避けようとするのは一種のdefeatismである．一人で出來ないことも多
　　くの人の協力で成し」塗げられる．　多くの學問に謝して語學が補’助恩科としての役目を果たす如く，Liviiig
　Languageの研究のために凡百の科學，薮術，或は各種の活勤分野に關する知識をその向々の專門書に求め，
　毒門家に質し，或は積趣的な援助を求めることも出來る筈である。大規模な断諮の編築等に溺しては認1二或
　　る程鍵までこのことが行われている．
　葦者は上に云つたような冷笑者の冷笑の桔利を否定するものではない．たぱ享賢の正確な認識
は人類就愈進歩の基礎であること，および言語と現震の享物との封決，融合は自溺語，外國語を
萢じて常に何等かの形で行われており，將來も行われなければならないという雫凡な主張につい
ては何等譲る必要を認めない．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臨
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